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1. 研究背景と目的

近年，病院や家庭といった人の生活環境で自律的に行

動するロボットの活躍が期待されている．しかし，これ

らロボットが自律的に行動するためには周囲環境を認識

する必要がある [1]．周囲環境認識の手段として，文字

情報の利用が考えられる．

加藤らは文字情報をランドマークとして捉え，環境地

図の生成に文字情報を利用している [2]．加藤らが考え

るように，文字情報はランドマークとしての役割も持つ

が，文字情報は意味や意図も含んでいる．そして，その

文字情報の意味や意図を汲み取ることが可能にできれば，

ロボットの行動経路の変更や更新に有用である．

本研究では，文字情報を能動的に発見・収集し，文字

の意味から周囲の状況把握や文字の意味を行動に活かせ

るロボットの開発を目指している．今回はそれらの目標

のうち，情景中の文字情報の意味に対応した動作をする

ロボットの開発を目的とする．

2. ロボットの行動アルゴリズム

開発するロボットは大別して視覚処理と動作処理の二

つから構成される．視覚処理により得た文字情報を元に

動作処理を決定する．処理のフローを図 1に示す．

図 1. ロボットの行動アルゴリズム

文字列検出処理では，寺脇らの文字の普遍的特徴を用

いた文字列候補領域検出手法 [3]を用いる．これにより，

情景画像中から文字列らしい領域を検出する．次に，検

出した文字列らしい領域にラベリングを施し，文字列を

文字毎に切り出す．この切り出した文字をテンプレート

マッチングによって認識処理する．辞書画像は大文字ア

ルファベット‘A’から‘ Z’までの計 26種類である．文

字パターンと辞書パターン間で類似度が最も高い辞書パ

ターンに付与した文字コードを認識結果とする．認識処

理の結果，文字列コードが出力される．

次に，出力された文字列とロボットの知識ベースにあ

る文字列を文字列の異なりを示す距離であるレーベン

シュタイン距離を用いてマッチングする．

文字列のマッチングの結果を元に，動作処理をする．

文字列が一致の場合は行動処理，不一致の場合は補正行

動処理をする．行動処理では，知識処理で得られた結果

を元に，文字情報に対応した動作をする．文字列との距

離が遠い，あるいは文字列が小さい場合は，補正行動に

より文字列へ接近する．

3. 評価実験

ロボットはヴィストン社のRobovie-PCを用いる．ロ

ボットの頭部にはカメラが搭載される．ロボットの正面

に文字列が印刷されたプレートを用意する．文字フォン

トはMSゴシック体を用いる．

開発したロボットが視覚処理で得た文字情報を元に，

正確に動作処理をするかを評価する．実験においては，

文字列の大きさ [pt] とロボットから文字列までの距離

[m]を変えた 3つの条件で実験をする．結果を表 1に示

す．なお，ロボットが所望の動作をしたときを‘○’，文

字列未検出であったときを‘ × ’で表す．

表 1. ロボットの文字認識行動評価実験結果
条件 1 条件 2 条件 3

距離 [m] 1.0 1.5 2.0

大きさ [pt] 100 150 200

STOP × × ⃝ (※)
文字列 MOVE × × ⃝ (※)
プレート RIGHT × × ⃝

LEFT × ⃝ ⃝
(※)補正行動

実験の結果，条件 2の“ LEFT”と条件 3の全ての文

字列において，ロボットは視覚処理により文字情報を取

得し，動作処理でそれに対応した行動をした．また，文

字列の認識精度が低い場合は，ロボットは補正行動によ

り認識精度向上を図った．条件 1と条件 2の一部の文字

列においては，寺脇らの手法では文字列の検出が不可能

であったため，動作処理が実行されなかった．

4. 今後の課題

情景中の文字情報の意味を汲み取り，その文字情報に

対応した動作をするロボットを開発した．実験により，

開発したロボットが情景中の文字情報を元に正確に動作

できることを示した．今後の課題として，射影文字や遠

方の文字の能動的な探索が挙げられる．
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